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1. Fine stNcture in the 14Nけ, n)13N Activation curves.(Naoshi MUTSURO,
Yuji oHNUKI, Kazuo sATO, Kosuke lくAGEYAMA and MotohaN







2. st皿Cture of Giant Resonance in 27Nけ, n) Reaction (Naoshi MUTSURO,
Kosuke lく.AGEYAMA, Masanori MISHINA, Takemi NAIくAGAW'A, E単







3. on the study of 飢Pq, n) and 詑Sけ, n) Reaction (Naoshi MUTSURO,
Kosuke lく.AGEYAMA, Masanori MISHINA, Eiji TANAI<.A and Motohar口
KIMURA) J. phys. SOC. Japan 17 (1962) 1673-1674
東北大25MeV ベータート戸ソの制動放射を用い,飢Pけ,n)及び噐Sけ,n)反







4. stNcture of Giant Resonance in the 31P(P,力 Reaction (MotohaN KIMURA,
Katsuhusa sHODA, Naoshi MUTSURO, Masumi suGAW'ARA, Ken ABE
and Kosuke 1くAGEYAMA) J. phys. SOC. Japan 18 (1963) 47フ-482
INS サイクロトロソの陽子ビームを用いて E。=フ.8~14.2MeV で31P(P,70),
(P,h)噐S反応の断面積を4"φX4"Nal(TD 結晶によって測定し,噐S核の基底及
著 作 目 録
2び 第 一 励 起 状 態 へ 導 く ガ ソ マ 遷 移 が 複 雑 な 構 造 を 持 つ 巨 大 共 鳴 で あ る こ と を 見 出
し た 。 こ の 結 果 か ら 詳 細 均 合 の 定 理 を 用 い て 得 ら れ た 詑 S ( フ , P 。 ) 釧 P 反 応 の 断 面
積 は 先 に 測 定 さ れ て V た け , n ) 反 応 の 断 面 積 と か な り 良 い 一 致 を み た 。 こ の こ
と は け , n ) と ( P , フ 。 ) 反 応 が 複 合 核 過 程 で あ る こ と を 示 唆 す る よ う に み え る 。
P h o t o n e u t r o n  R e a c t i o n  o f  3 2 S  ( N a o s h i  M U T S U R O ,  K o s u k e  l 【 A G E Y A M A ,
M a s a n o r i  M I S H I N A ,  E i j i  T A N A I < . A ,  T e N O  A I Z A W A  a n d  M o t o h a 皿
K I M U R A )  J .  p h y s .  S O C .  J a p a n  1 8  ( 1 9 6 3 )  5 9 9 - 6 0 9
制 動 放 射 の 最 大 エ ネ ル ギ ー ガ 辺 2 M e V ま で の 認 S け , n ) 反 応 の 断 面 積 を B 氏 計
数 管 に よ る 全 中 性 子 生 成 量 の 測 定 と ス チ ル ベ ソ 結 晶 を 用 い る の と 二 通 り の 方 法 で
測 定 し た 。 こ れ に よ り 両 デ ー タ の 構 造 は 矛 盾 な く 対 応 し て V る こ と が 分 か っ た 。
放 出 中 性 子 が P  波 及 び f  波 の み と 仮 定 し , 統 計 模 型 を 用 い て 解 析 す る と ,
噐 S ( お n ) 対 飢 P け , n ) 断 面 積 比 が , 訟 S け , P ) 対 噐 S ( 1 , n ) 比 の 計 算 と よ く 合 う こ と
が 分 か っ た 。 こ の こ と か ら l d 2 S 殻 核 の 光 核 反 応 は , 主 と し て 複 合 核 過 程 で あ る
と 結 論 さ れ た 。
6
T i m e - o f - F l i g h t  M e a s u r e m e n t  o f  p h o t o n e u t r o n s  f r o m  1 6 0 , 4 0 c a  a n d  3 1 P
( M a s a n o r i  M I S H I N A ,  E i j i  T A N A 1 く A ,  K o s u k e  l 【 A G E Y A M A ,  N a o s h i
M U T S U R O ,  A k i r a  A S A M I ,  Y u u k 江 く . A W A R A S A K l a n d  Y u t a k a  N A K A J I M A )
] .  p h y s .  S O C .  J a p a n  2 3  ( 1 9 6 7 )  9 1 9 - 9 3 1
日 本 原 子 力 研 究 所 の 2 0 M e V 線 型 電 子 加 速 器 を 用 い , . 6 0 , 卯 C a , 肌 P 核 か ら の 放
出 光 中 性 子 の エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ル を 飛 行 時 間 法 に よ っ て 測 定 し た 。 飛 行 距 離 は
ト ル , 中 性 子 検 出 器 は 1 4 " φ X 2 " プ ラ ス チ , ク シ ソ チ レ ー タ で そ の 最 大 効
5 0 メ
率 は 2 0 % と 見 積 も ら れ た 。 こ の 方 法 を 用 い る と , 軽 い 原 子 核 の 反 応 断 面 積 の 微 細
構 造 が 精 度 よ く 測 れ る と い う 特 色 が あ り , こ れ ら の 軽 核 が 選 ば れ た 。 測 定 結 果 ,
巨 大 共 鳴 領 域 に 多 く の 微 細 構 造 が 見 つ か り , こ れ ま で の 測 定 と よ く 合 っ て い た 。
と の こ と か ら 1 6 0 , 卯 C a で は E 1 1 i o t ,  F l o w e r S 等 の 電 気 双 極 子 状 態 の 計 算 と 大 局 的
に は 合 っ て V る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 玲 0 ( フ , n ) 反 応 の 機 構 は 複 合 核 過 程 が 主 で
あ る と と が 分 か り , 卯 C a 核 で も 主 た そ の よ う に み え る と 考 え ら れ た 。
5 4 F e  a n d  5 0 c r  ( K o s u k e
Y A M A Z A K I ,  M a s a s h i
7
T h e  け ,  P ,  f )  a n d  け ,  n ,  f )  R e a c t i o n  o n  四 F  ( E i j i  T A N A I < . A ,  G o r o
I S O Y A M A ,  N o r i t a k a  K U M A G A l a n d  K o s u k e  l 【 A G E Y A M A )  p r o c e e d i n g s  o f
t h e  l n t e r n a t i o n a l  c o n f e r e n c e  o n  N u c l e a r  s t N c t u r e ,  T o k y o  ( s e p t e m b e r , 5 - 1 0 ,
1 9 7 フ )  P . 1 9 1
沸 化 水 素 タ ー ゲ , ト を 制 動 放 射 で 照 射 し , ビ ー ム か ら H 7 ゜ 方 向 に 置 い た 4 0 C C
の  G e ( L D  検 出 器 を 用 い て 1 9 F ( フ , P ) 玲 0 , 四 F け , n ) W F 反 応 の 残 留 核 を 励 起 状 態 に
残 す 断 面 積 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 四 F ( d , 3 H e ) 玲 0  や 四 F ( P , d ) 1 8 F 反 応 の 分 光 学
的 因 子 と 比 較 す る と 両 者 の 間 に 関 連 性 の あ る 事 が 示 さ れ た 。
K A G E Y A M A ,
S H I M O I Z U M I ,
8 P h o t o n e u t r o n  c r o s s  s e c t i o n s  f o r
T o s h i n a r i  T A N A I 【 ,  M a s a h a r u
?
Masami TORIKOSHl and Megumi HIRO01【A) proceedings of lnternational







9 Evidence for l+ states in 52Cr and 56Fe (Noritaka KUMAGAI, Goro
ISOYAMA, Eiji TANAIくA、, Kosuke lくAGEYAMA and Toshiyuki
ISHIMATSU) proceedings of the lnternational conference on Nucleat
StNcture, Tokyo (september,5-10,197フ) P256
52Cr と 56Fe のスピソ.フりツプ M1遷移を調べる目的で,最大エネルギー






]0 Strong Gamma-Ray Transitions in 88Sr observed by the け,フ') Reactions
(Goro lsoYAMA, Noritaka KUMAGAI, Kosuke lくAGEYEMA, Eiji
TANAI<"A and ToshiyukilsHIMATSU) proceedings of the lntemational
Conference on Nuclear stNC加re, Tokyo (september,5-10,197フ) P.308
N=50核で期待される lg9々1から lgフル遷移のM1巨大共鳴を調べる為に,






Ⅱ Measurement of Radiative 訊lidths of 11B and the lntensity calibl'ation of the
Photon spect血m (Noritaka KUMAGAI, Goro lsoYAMA, Eiji TANAI<.A,







H i g h l y  E x c i t e d  s p i n - 1  L e v e l s  i n  記 C r  a n d  5 6 F e  b y  t h e  け , 力  R e a c t i o n
( N o r i t a k a  K U M A G A I ,  T o s h i y u k i l s H I M A T S U ,  E i j i  T A N A 1 く A ,  K o s u k e
K A G E Y A M A  a n d  G o r o  l s o Y A M A )  N u d .  p h y s ,  A 3 2 9  ( 1 9 7 9 )  2 0 5 - 2 1 4
5 2 C r , 砧 F e の  1 2 M e V 制 動 放 射 に よ る 核 共 鳴 蛍 光 散 乱 実 験 を 行 い , 7 M e V 以 上
の 高 い 励 起 エ ネ ル ギ ー 領 域 で , そ れ ぞ れ 7 本 ず つ の ガ ソ マ 遷 移 を 見 つ け た 。 角 分
布 の 測 定 か ら , こ れ ら の 準 位 は ス ピ ソ が 全 て  1 で あ る こ と が 分 か っ た 。 一 方 ,
5 1 V ( 3 H e , d ) の  1 陽 子 移 行 反 応 の 議 論 及 び M 1 総 和 則 ,  M 1 遷 移 エ ネ ル ギ ー の 重
心 等 の 理 論 値 と 比 較 す る こ と に よ り , こ れ ら は M 1 巨 大 共 鳴 の T ' 成 分 の 可 能 性
が 大 き い こ と が 分 か っ た 。
1 3
H i g h l y  E x d t e d  s p i n - 1  S t a t e s  i n  朋 S r  b y  t h e  ( フ , フ )  R e a c t i o n  ( G o r o
I S O Y A M A ,  T o s h i y u M  I S H I M A T S U ,  E i j i  T A N A I 【 A ,  K o s u k e  l く . A G E Y A M A
a n d  N o r i t a k a  K U M A G A D  N u d .  p h y s .  A 3 4 2  ( 1 9 8 0 )  1 2 4 - 1 3 2
1 4 M e V の 制 動 放 射 に よ る 舶 S r の 核 共 鳴 蛍 光 散 乱 の 実 験 で , 6 ~ 8 M e V の 範 囲
に 6 本 の ガ ソ マ 遷 移 が 見 つ か っ た 。 角 分 布 の 実 験 か ら , こ れ ら は J = 1 の 準 位 で
あ っ た が パ リ テ ー は 分 か ら な か っ た 。 し か し ,  M 1 強 度 の 系 統 性 か ら A = 8 8 で
は 8 . 9 9 M e V に 分 布 す る と 予 想 さ れ る こ と や , 遷 移 に 関 連 す る 主 な 配 位 で あ る
1 2 P 論  2 P ν 2 > 動  1 1 g 発 l g 7 々 > N に っ い て , そ の 準 位 エ ネ ル ギ ー の 重 心 と  M 1 強
度 の 理 論 値 が 実 験 値 と 比 較 で き る 程 度 で あ る こ と に よ り , 負 パ リ テ ー 準 位 で あ る
可 能 性 の 余 地 を 残 し な が ら 、  M 1 巨 大 共 鳴 の 成 分 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
N
T h r e e - p a r a m e t e r  R e p r e s e n t a t i o n  o f t h e  T r a n s m i s s i o n  c u N e s  o f  L O W - E n e r 部
E l e c t r o n s  t h r o u g h  T h i n  F o i l s  ( M a n a b u  F U J I 0 1 < " A  a n d  K o s u k e  l く . A G E Y A M A )
P r o c e e d i n g s  o f  l N s  l n t e r n a t i o n a l  s y m p o s i u m  o f  N u d e a r  R a d i a t i o n  D e t e c t o r s ,
T o k y o  ( M a r c h , 2 3 - 2 6 , 1 9 8 1 )  P . 5 8 9 - 5 9 4 .
低 エ ネ ル ギ ー 内 部 転 換 電 子 や べ ー タ ー 線 分 光 実 験 で 使 わ れ る ガ ス カ ウ ソ タ ー の
入 射 窓 に は , 普 通 薄 膜 が 使 わ れ る が , 電 子 の 吸 収 補 正 が 必 要 と さ れ る 。 こ れ に は ,
透 過 と し て  L a n e  と Z a 丘 且 r n 0  の 薄 膜 の 測 定 値 を 使 う が , と の 曲 線 は 電 子 の エ ネ
ル ギ ー カ ミ  E 。 =  1 . 3 ~ 3 . O M e V  の 領 域 で ,  T ( E 。 ) =  1 - a ( E . - C ) ー ' と い う 三 っ の パ
ラ メ ー タ を 含 む 式 に よ っ て 良 好 に 再 現 で き る こ と が 分 か っ た 。
1 5
A n  E s t i m a t i o n  o f  t h e  p o s i t i o n  R e s o l u t i o n  D u e  t o  M u l t i p l e  s c a 杜 e r i n g  o f  L O W -
E n e r 部  E l e c t r o n s  ( K o s u k e  l く . A G E Y A M A )  p r o c e e d i n g s  o f  l N s  l n t e r n a t i o n a l
S y l n p o s i u m  o f  N u d e a r  R a d i a t i o n  D e t e c t o r s ,  T o k y o  ( M a r c h , 2 3 - 2 6 , 1 9 8 1 )
P . 6 1 2 - 6 1 5
低 エ ネ ル ギ ー 電 子 線 の 分 光 学 実 験 に お い て , ベ ー タ ー 線 分 析 器 の 焦 点 面 検 出 器
と し て 用 い ら れ る 単 芯 線 比 例 計 数 管 の 入 射 窓 や 計 数 ガ ス 中 で 起 こ る 電 子 の 多 重 散
乱 効 果 に よ る 位 置 分 解 能 の 劣 化 を 抑 え る 目 的 で 薄 V カ ウ ソ タ ー の 位 置 分 解 能 を
M 0 Ⅱ e r e の 散 乱 式 を 用 い て 評 価 し た 。 厚 さ  8 m m の カ ウ ソ タ ー で 1 0 0 μ g / c m 2 の ポ
リ プ 戸 ビ レ ソ 膜 を 使 用 し , 2 0 O  T o n の プ ロ パ ソ ガ ス で 動 作 さ せ た 場 合 , 分 解 能 の
大 部 分 は 窓 膜 で 決 定 さ れ , 2 4 k e V 電 子 で は 位 置 分 解 能 は 1 , 3 m m  と 見 積 ら れ た 。
16 Characteristics of a single-lvire proportional counter Mth very Thin
Rectang口lar cross section (Kosuke lくAGEYAMA, shogo HAYASHIBE,
Masaakilく"ANAZAWA, Hiroshi w'ATANABE and Manabu FUJI01くA) Nud









17 Space charge E丘ects in a Thin Redangular proportional counter (Kosuke
KAGEYAMA, Masahiro FUJITA, Eiji TANAI【A and Manabu FUJI01くA)
Nud.1Dstr. and Meth. A369 a996) 151-156
薄い単芯線比伊信十数管において発見された出力波高の変動効果であるTW血一
Peakse丘ectは,籾期電難電子のドリフト過程に基づくアバラソシェイオソの空
ソによって調べた結果,第1のビークは初期電離電間電荷効果をシ レーシ ヨコ.
子のガス増幅領域に船ける時間分布によって生じていることが分かった。また第
2のピークは,初期電子のドリフト過程に蜘ける密度拡散による空間電荷効果の
減少でガス増幅度が回復する効果と,再結合による初期電離電子数の減少する効
果の競合とによって生じたものと解釈された。
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、、、
